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ダイコンだけは別の種に属する
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アメリカ人 日本人

アメリカ人
アメリカ人

メキシコ人スペイン人

フランス人
フランス人

フランス人

日本人中国人

チンパンジー

ヒト

ヒトとチンパンジーは別種！！
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これって同種？別種？その４

別種！！

ダイコンカブ
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種の分類法
カブの場合

界：　植物界　　　　　：Plantae 
門：　被子植物門　　　：Magnoliophyta 
綱：　双子葉植物綱　　：Magnoliospida 
目：　フウチョウソウ目：Brassicales 
科：　アブラナ科　　　：Brassicaceae 
属：　アブラナ属　　　：Brassica 
種：　ラパ　　　　　　：rapa

ラテン語で記載される
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種の分類法
カブの場合

界：　植物界　　　　　：Plantae 
門：　被子植物門　　　：Magnoliophyta 
綱：　双子葉植物綱　　：Magnoliospida 
目：　フウチョウソウ目：Brassicales 
科：　アブラナ科　　　：Brassicaceae 
属：　アブラナ属　　　：Brassica 
種：　ラパ　　　　　　：rapa

ラテン語で記載される

カブ→ Brassica rapa
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以前は別種として 
扱われていた
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種の分類その２：生物学的種
交配して子孫を残せる個体の集合

これらの間の交配で 
稔性のある子孫が 
残せるため、 
現在は全て同種に 
属するものとして 
扱われる。

Raphanus sativas
子孫が残せないため 

別種

Brassica rapa ssp. rapa

Brassica rapa ssp. pekinensis

Brassica rapa ssp. nipposinica
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遺伝と進化

種とは、交配して子孫を残せる個体の集合

同種に属する個体

親の遺伝情報の半分ずつが子孫に伝達

子孫ができる

・ 
・ 
・

遺伝情報が次世代に 
受け継がれて行く
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遺伝と進化

種とは、交配して子孫を残せる個体の集合

ごくまれに突然変異が起こる

変な子孫ができる 
（今回は優性突然変異のみ考える）

遺伝情報の変化が子孫に伝わる

種の進化に繋がる
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突然変異が生まれる

全ての個体が黄色になる

突然変異の固定

両者に適応度の差は無い
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黄色に進化してきた

もしタイムマシーンで 
過去に行けたら。。。
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間

この種はピンクと黄色 
の遺伝的多様性を示す
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種の進化と遺伝的多様性

個体間に見られる 
差異は進化の 
途中経過
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種の進化の原動力
時
間

種の進化とは、 
突然変異 
偶然の効果 
自然選択 

を介して起こる



•･ これって同種？別種？


•･ 種の定義と分類法


•･ どのように種は進化するか？


•･ 適応進化の例

お品書き
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世界に広がる
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